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本研究の背景・課題感
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・開発コスト（費用、期間）増
- 実機開発とのトレードオフ
- 衛星ミッション毎に環境を開発
- データ処理系の負荷集中

・コミュニケーションの壁
- サブシステム間のデータ共有が困難

・シミュレーション要求の違い
- ソフト：ロジック検証
- メカ：姿勢制御、ミッション制御
- 熱、構造：外乱要求

(宇宙機)システム全体の統合シミュレーションテストが難しい

複雑なシステムになるほど、
実機による統合テスト

姿勢制御系ミッション系

電源、熱、構造系データ処理系

人工衛星のマルチシステム



新しいコンセプト
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開発初期からシミュレーションでの統合テスト
・箱庭利用でコスト減

- 箱庭はシミュレーション間のハブ
- サブシステムのシミュレーションに

・コミュニケーション
- 仮想環境でのシミュレーション可視化
- 実環境と仮想環境で同じIF設計

・プロセスごとの要求に応える
- 上流：MILS
- 中下流：SILS
- 下流：HILS、MPILS

複雑になるシステムでも
アジャイルで心理的安全な開

発を目指す！

姿勢制御系ミッション系

電源、熱、構造系データ処理系

箱庭でのマルチシステム環境



ドメインを超えてエンジニアをつなぐ仮想環境基盤
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シミュレーションハブ

・制御アプリ

・3Dモデルシミュレータ

・外乱要素...

ミッションFSW（姿勢制御）FSW（データ処理）

Hakoniwa-Core(箱庭PDU、時刻管理)

Athrill

SpaceWireOSC2A

Asset API

Tele/Cmd
(Web) apps

appsapps
apps

appsapps

Space ROS...

Asset API / 
ROSProxy

可視化

Unity

Asset API

既存外部
シミュレータ
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